
エチオピア高原の吟遊詩人 川瀬慈准 

 

【要旨】 

吟遊詩人とは、色んな場所を周りながらその場所で出会った人や起こった出来事について

歌う人たちのことである。本書ではエチオピアにいる「アズマリ」という吟遊詩人につい

て書かれている。著者の川瀬さんが、約 20 年にわたり現地で行ったフィールドワークか

ら見えてきた「アズマリ」について書かれている。彼らは祝祭や農作業、酒場などで歌

う。彼らにとって、人々とのコミュニケーションは欠かせないが隠語を使う。彼らの活動

にはエチオピアの暦と祭事が密接にかかわっており、祝祭の時期は稼ぎ時でもあるので町

中でグループで演奏を行ったりする。そんなアズマリにも、アーティストとしての道を選

ぶ者もいる。また、新型コロナウイルスについての歌も紹介されている。「アズマリ」で

あっても、1 人 1 人の背景は全く違う。それを解き明かしながら「アズマリ」の魅力に迫

ることのできる一冊である。 

 

【感想】 

書かれていることすべてが新鮮だった。エチオピアにおいて「アズマリ」がどういう存在

なのかを知ることができ、彼らの生活はもちろん、それ以外のエチオピア人の生活につい

ても触れられる書籍である。社会の変動に巻きもまれながらも生き抜いていく様子が分か

る。国籍や居住地、職業に囚われることなく、目の前の相手に焦点を置くことは意識して

いてもなかなか難しい。本書からはそういったことの大切さを改めて学ぶことができる。

また、これだけ刺激を感じられる書籍である理由としては、川瀬さんが現地に行って感じ

たこととして書かれているからだと感じる。現場に行かなければ分からないことはたくさ

んあるし、そこで感じることは誰一人として同じことではないと思う。書籍でさえこれだ

けの刺激があるのだから、実際に現地に行くときにはそれをはるかに上回る衝撃があるの

だろう。渡航により一層期待が膨らむ一冊であった。 


